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[目的] 頭部 CTA において腎機能低下患者に対し造影剤低減を求められる場面がある.

当院では装置更新に伴い,低管電圧撮影やインジェクタによる造影剤希釈が可能とな

った.本研究では造影剤低減に適した撮影条件について検討した. 

[方法]低管電圧の評価：模擬血管付き頭部ファントムを 80,100,120kV で撮影.Circle 

Edge 法を用いて血管領域の TaskMTF（TTF）を求めた.さらに血管径 1,2,3mm における

血管描出能を Figure of merit(FOM)を用い,CTA で標準的に用いられている 120kV を基

準とした比で評価した.FOM＝(血管と背景信号の CNR＊血管径における TTF)^2 /背景信

号 SD 値 .希 釈 の 評 価 ： イ オ ヘ キ ソ ー ル 350 と 生 理 食 塩 水 を 用 い 造 影 剤 濃 度

100,75,50,25%の模擬血液を作成した.内径 1,2,3mm の筒状ファントムに模擬血液を注

入し 80,100,120kV の条件で撮影を行い筒内の CT 値を測定し評価した. 

[結果]120kV を基準とした FOM 比は 80kV 血管径 1mm の条件では 28±5%で，それ以外の

条件ではすべて 100％を上回った．希釈の評価では管電圧が低下するほど,筒径が大き

くなるほど CT 値が上昇する傾向を示した.250HU を下回ったのは 25%濃度と 50%濃度の

筒径 1mm 及び 120kV 筒径 2mm の条件であった. 

[結論 ]一般に低管電圧になるほど CT 値を上昇させる効果があると言われている

が,80kV では血管径が小さくなると FOM が低下するため,100kV の使用が適正であると

考えられた.また,血管 CT 値が 250HU を下回ると血管の描出不良割合が増加する報告が

あることから穿通枝などの細い血管の観察には 100kV の 75%濃度以上が,主幹動脈の観

察目的であれば 100kV 以下 50%濃度以上が造影剤低減撮影に適した条件であると考え

られた. 

 

 


